
（別記）

令和４年度 遠賀町地域水田農業推進協議会水田収益力強化ビジョン

（１）主食用米

（２）非主食用米

　　ア　飼料用米

　　イ　米粉用米

１　地域の作物作付の現状、地域が抱える課題

　遠賀町の基幹作物は米・麦・大豆であり、農地の多くは担い手へ集積されている。近年では、野菜の
生産比率も高まり、露地物に加え経営の安定を図るため施設園芸への取り組みも積極的に行われて
いる。また、大消費地の北九州市をひかえ、市場も近い等出荷条件にも恵まれ、これに沿った都市近
郊農業が展開されている。
　農業を取り巻く環境は、諸外国からの市場参入、国内の産地間競争など厳しい環境に置かれてい
る。消費者の食生活の多様化や趣向の変化に伴い「新鮮で安全で求めやすい農産物」が求められて
いる。兼業化や高齢化が進み離農者も増加しており、地域農業を担う後継者が不足していることから、
認定農業者創出や新規就農が課題となっている。
　作物ごとの課題は、麦・大豆については、農業者の経営安定や生産性を向上させるための規模拡
大、野菜等については、燃油や肥料の高騰による負担を和らげるため、生産コスト削減などの生産性
向上である。

　ＪＡと歩調を合わせ、良質・良食味米で需要に応じた推奨品種の作付けを拡大し、種子更新１０
０％を目指し、売れる米づくりに取り組む。
　また、ブランド化推進事業による「夢れんげ」を推進し、地場産米の消費拡大を図る。

　ＪＡと歩調を合わせ、需要に応じた作付けを推進するとともに、産地交付金を活用し、複数年契
約を条件とした多収品種の作付による収量向上の取組を支援し、生産コストの低減を図る。

　　ウ　加工用米
　ＪＡと歩調を合わせ、需要に応じた作付けを推進し、種子更新１００％を目指し、高品質な米づく
りに取り組む。

２  高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力強化に
向けた産地としての取組方針・目標

  地域現状、課題を踏まえ、米の需要に応じた計画的生産、麦・大豆の収量、品質向上のために担い
手への農地の集積、アスパラガス、ブロッコリー等の収益性の高い園芸品目の作付拡大について関係
機関が連携し支援を行っていく。麦・大豆についても産地交付金を活用することで高品質な生産を推進
し、さらなる面積の拡大を目指している。 また、遠賀町単独事業であるブランド化推進事業による「菜
種油」を推進し、産地交付金による二毛作助成も含めた作付け支援を行いながら作付け拡大を図る。

　水田の有効活用として裏作も含めた通年での野菜等の生産振興など、地域における効率的な土地
利用等に配慮しながら収益性の高い作物の定着を図っており、毎年提出される営農計画書により作付
の予定や生産者の意向を整理、把握し水田の作付状況の現地確認を行うとともに、畑作物の水田で
の利用状況等の点検結果を踏まえ今後の活用を検討していく。
　  また、水田台帳に基づくほ場の現地確認及び過去の記録等により、畑作物のみの生産が続く水田
や、自己保全管理となっている水田について整理し、地域の実情を踏まえ畑地化の促進やブロック
ローテーション体系の構築を検討していく。

４　作物ごとの取組方針等

　ＪＡと歩調を合わせ、需要に応じた作付けを推進するとともに、産地交付金を活用し、複数年契
約を条件とした多収品種の作付による収量向上の取組を支援し、生産コストの低減を図る。

３　畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標



（３）麦、大豆、飼料作物

（４）そば、菜種

（５）高収益作物

～

　別紙のとおり

※農業再生協議会の構成員一覧(会員名簿)を添付してください。

　栽培面積定着と収穫量の安定のため、ＪＡ・普及センター等と連携し、栽培技術の定着を図る
とともに、需要に応じた高品質麦の栽培を行うため種子更新１００％を継続し、収量の向上を目
指す。
　また、団地化やブロックローテーションを推進し、水稲・大豆と組み合わせた水田の高度利用
化を図る。さらに、担い手への集約及び集落営農を推進し、効率的・計画的な作業体系を構築
するとともに農業機械の共同利用によるコストの削減を図る。
　麦については土づくりのための土壌改良材（堆肥含む）散布及び二毛作の取組、大豆につい
ては二毛作の取組、発生予察に基づく病害虫防除の実施を産地交付金の活用により行い、高
品質な農作物の生産を推進する。

　ブランド化推進事業（遠賀町単独事業）による「菜種油」を推進し、安全・安心な特産品づくりを
図る。産地交付金による二毛作助成も含めた作付支援を行いながら作付を拡大させる。

　収益性が高く、活力ある園芸産地を育成するため、先進技術の導入や省力機械の整備を推進
し、園芸農業の生産額の増大と持続的な発展を図る。特に、トマト、アスパラガス、キャベツ、ブ
ロッコリー、赤しそ、なばな、ふき、春菊、いちご、菜種、イチジク、びわについては、産地交付金
を活用して土づくりのための土壌改良材（堆肥含む）散布を行い、高品質な作物の生産を推進す
る。

５　作物ごとの作付予定面積等 ８　産地交付金の活用方法の明細
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５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

298.5 0.0 284.4 0.0 296.6 0.0

1.9 0.0 1.7 0.0 1.8 0.0

32.4 0.0 35.7 0.0 28.6 0.0

8.8 1.8 16.4 - 13.0 2.0

202.5 136.4 201.7 129.8 195.9 125.4

52.0 0.0 52.0 0.0 52.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0

2.4 0.3 3.2 2.8 4.0 3.0

16.4 0.0 28.8 3.6 52.6 4.0

・野菜 15.6 0.0 25.2 3.6 44.5 3.5

・花き・花木 0.0 0.0 2.2 0.0 3.2 0.0

・果樹 0.8 0.0 1.4 0.0 4.8 0.0

0 0 0 0 0.1 0畑地化

大豆

そば

なたね

高収益作物

麦

作物等
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

令和５年度の
作付目標面積等

主食用米

飼料用米

米粉用米

加工用米
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複数年契約飼料用米取組面積・数量

作付面積・数量

複数年契約米粉用米取組面積・数量

作付面積・数量

※　目標期間は３年以内としてください。

1 62.3

麦
土づくりのための土壌改良
材（堆肥を含む）散布（二毛

作）
麦の土壌改良材散布面積(ha) 100.2

（107.4）
133.6

大豆の病害虫防除実施面積(ha) 46.8 51.9

麦
土づくりのための土壌改良

材（堆肥を含む）散布（基幹）
麦の土壌改良材散布面積(ha) 58.7

4 大豆（黒大豆を含む）
発生予察に基づく病害虫防

除の実施（二毛作）
大豆の病害虫防除実施面積(ha) 0.0

2

14 菜種（搾油用）
菜種作付
（基幹）

菜種作付面積(ha) 2.1

3 大豆（黒大豆を含む）
発生予察に基づく病害虫防

除の実施（基幹）

0.3

地域振興作物作付面積(ha) 0.3

(0.5)
2.1

15 菜種（搾油用）
菜種担い手作付

（基幹）
菜種作付面積(ha) 2.1

0.1

5
野菜、果樹（別表のとおり）、菜

種（搾油用））
土づくりのための土壌改良

材（堆肥を含む）散布（基幹）
野菜、果樹、菜種の土壌改良材散布面(ha) 9.6

(3.8)
9.6

3.7

7 そば・菜種（搾油用）
担い手二毛作助成

（二毛作）
そば・菜種の作付面積(ha) 0.3 3.7

6 そば、菜種（搾油用）
二毛作助成（そば・菜種）（二

毛作）
そば・菜種の作付面積(ha)

６　課題解決に向けた取組及び目標

整理
番号

対象作物 使途名 目標 前年度(実績) 目標値

（令和３年度） （令和５年度）

(127.2)
136.4

9
大豆（黒大豆を含む）、加工用

米
二毛作助成（二毛作） 大豆・加工用米作付面積(ha) 1.8 2.7

8 麦 二毛作助成（二毛作） 麦の作付面積(ha) 136.4

(129.9)
133.5

11
野菜、果樹（別表のとおり）、菜

種（搾油用）
地域振興作物助成

（基幹）
地域振興作物作付面積(ha) 17.7

(15.2)
17.7

10
麦、大豆（黒大豆を含む）、加

工用米
担い手二毛作助成

（二毛作）
麦・大豆・加工用米作付面積(ha) 133.5

0.5

16 菜種（搾油用）
菜種担い手作付

（二毛作）
菜種作付面積(ha) 0.3 3.5

3.5

13 米粉用米・飼料用米
複数年契約加算

（基幹）

飼料用米

1.8ha・9t 1.8ha・9t

1.8ha・9t 1.8ha・9t

米粉用米

32.4ha・163.4t
(28.6ha・144.4t)
32.4ha・163.4t

32.4ha・163.4t
(28.6ha・144.4t)
32.4ha・163.4t

12 菜種（搾油用）
地域振興作物助成

（二毛作）

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。

51.9

18 大豆（黒大豆を含む）
大豆担い手作付

（二毛作）
大豆病害虫防除実施面積(ha) 0.0 0.1

17 大豆（黒大豆を含む）
大豆担い手作付

（基幹）
大豆病害虫防除実施面積(ha) 52
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７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：福岡県

協議会名：遠賀町地域農業水田協議会

1
土づくりのための土壌改良材（堆肥を

含む）散布（基幹）
1 2,800 麦

○土づくりのために土壌改良材（堆肥を含む）を散布するこ
と。
○標準施肥量程度を散布すること。

2
土づくりのための土壌改良材（堆肥を

含む）散布（二毛作）
2 2,800 麦

○土づくりのために土壌改良材（堆肥を含む）を散布するこ
と。
○標準施肥量程度を散布すること。
○基幹作として、主食用米、戦略作物またはそばとの組み
合わせに限る。

3
発生予察に基づく病害虫防除の実施

（基幹）
1 2,000 大豆

○基本的な栽培管理を行った上で、さらに発生予察に基づ
いた防除を適期に実施すること。

4
発生予察に基づく病害虫防除の実施

（二毛作）
2 2,000 大豆

○基本的な栽培管理を行った上で、さらに発生予察に基づ
いた防除を適期に実施すること。
※二毛作については、基幹作として、戦略作物またはそば・
菜種との組み合わせに限る。

5
土づくりのための土壌改良材（堆肥を

含む）散布（基幹）
1 2,800 野菜、果樹、菜種（搾油用）

○土づくりのために土壌改良材（堆肥を含む）を散布するこ
と。
○作物に合わせた標準施肥量程度を散布すること。
○イチジク、びわについては、平成29年度以降に植栽したも
のを助成対象とする。

6 二毛作助成（そば・菜種）（二毛作） 2 13,000 そば、菜種（搾油用）
○助成年度内に収穫、販売したもの。
※二毛作については、基幹作として、主食用米、戦略作物
またはそば・菜種との組み合わせに限る。

7 担い手二毛作助成（二毛作） 2 2,000 そば、菜種（搾油用）
○助成年度内に収穫、販売したもの。
※二毛作については、基幹作として、主食用米、戦略作物
またはそば・菜種との組み合わせに限る。

8 二毛作助成（二毛作） 2 5,000 麦
○助成年度内に収穫、販売したもの。
※二毛作については、基幹作として、主食用米、戦略作物
またはそばとの組み合わせに限る。

9 二毛作助成（二毛作） 2 13,000 大豆、加工用米
○助成年度内に収穫、販売したもの。
※二毛作については、基幹作として、戦略作物またはそば・
菜種との組み合わせに限る。

10 担い手二毛作助成（二毛作） 2 2,000 麦、大豆、加工用米
○助成年度内に収穫、販売したもの。
※二毛作については、基幹作として、主食用米、戦略作物
またはそば・菜種との組み合わせに限る。

11 地域振興作物助成（基幹） 1 10,000 野菜、果樹、菜種（搾油用）

○果樹は平成29年度以降に植栽したものを助成対象とす
る。
○対象作物については、別表に定める品目以外で、地域協
議会長が特に認める場合は対象にできることとする。

12 地域振興作物助成（二毛作） 2 10,000 菜種（搾油用）
○助成年度内に収穫、販売したもの。
※二毛作については、基幹作として、主食用米、戦略作物
またはそばとの組み合わせに限る。

13 複数年契約加算（基幹） 1 6,000 飼料用米、米粉用米

○出荷・販売を目的として、別の要件を満たす３年以上の複
数年契約に基づき、対象作物の生産に取り組む販売農家
又は集落営農による取組であること。
※別に要件あり。

14 菜種作付（基幹） 1 20,000 菜種（搾油用） ○助成年度内に収穫したもの。

15 菜種担い手作付（基幹） 1 5,000 菜種（搾油用）
○助成年度内に収穫したもの。
 ※二毛作については、基幹作として、主食用米、戦略作物
またはそばとの組み合わせに限る。

16 菜種担い手作付（二毛作） 2 5,000 菜種（搾油用）
○助成年度内に収穫したもの。
 ※二毛作については、基幹作として、主食用米、戦略作物
またはそばとの組み合わせに限る。

17 大豆担い手作付（基幹） 1 1,000 大豆
○助成年度内に収穫したもの
※二毛作については、基幹作として、戦略作物またはそば・
菜種との組み合わせに限る。

18 大豆担い手作付（二毛作） 2 1,000 大豆
○助成年度内に収穫したもの
※二毛作については、基幹作として、戦略作物またはそば・
菜種との組み合わせに限る。

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくださ
い。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。


